
つ よ く 学校だより 1月号 令和４年１２月２８日
かしこく 創立１３０周年 鹿児島市立犬迫小学校
やさしく 5 238-0550 Fax 238-0379
なかよく 犬迫小学校ＨＰ：https://www.keinet.com/inuzakos/

自分のことを「大好きです！」と胸を張れる子供の育成～手応えのある学びの実現を通して～

新年，明けましておめでとうございます

いよいよ令和５年の幕が開けました。今年こそは，ウィズコロナが

進み，犬迫地域の皆さんと共に活動する機会が増えたり，学校行事に

多くの皆さんをお呼びし，子供たちの学びの姿を見ていただいたりで

きるようになればと心から願っています。昨年も後半からは犬迫地域

のミニ運動会が開催されるなど少しずつ以前のような交流活動が再開

されつつあり，先行きは明るいかと期待がもてます。

また，学校におきましては，学校保健研究協議会を YouTube 配信と
いう形で提案したり，創立130周年を記念する様々なプロジェクトを地

域・保護者の有志で立ち上げ

ていただき，2月28日に延期と

なった創立130周年記念集会

「犬迫愛ミーティング」に向

けた準備を進めたりしてきま

した。これも，保護者や PTA
関係者及び地域の皆様の御理

解と御協力あってのものと心

より感謝申し上げます。

令和５年も，本校教育活動に対する御理解と御支援のほど，

よろしくお願いします。

犬迫小いざこ会，家庭教育学級（犬迫小PTA）主催で，昨年１２月１１日（日）に門松づくりが行われました。
子どもたちも手伝い，立派な門松ができました。

ありがとうございました。 ※1月４日撤去時まで飾られています。ぜひお近くでご鑑賞ください。

学校横の犬迫川で学習ができるように整備を進めています！

創立130周年記念の一つと

して進めてきた記念碑周辺美

化プロジェクトの延長で，そ

の後ろにある犬迫川へ下りる

階段と川周辺を鹿児島県にお

願いして整備していただきま

した。それは，犬迫の自然・

歴史のシンボルティックな存

在である犬迫川を教材化しよ

うという試みにおいて，大き

な一歩となります。

３学期にはそれぞれの学年，教科学習でどのように活用できるか試行する姿が見られるかもしれませ

ん。卒業生の保護者の話では昔はここに下りて授業で使っていたとのこと・・・。

ぜひ，皆さんも上からでもいいので眺めてみませんか。そして，あいご会活動や地域コミュニティの

町づくり活動でもコラボ活用の展開等検討してみてはどうでしょうか。

最後に，整備に向けて尽力いただいた関係者の皆さん，ありがとうございました。

色々な(特色ある)学習活動ができそう…実は階段があり、校庭から川へ下りれます！



１月の行事予定

１日（日） 元日
４日（水） 仕事始め，門松撤去
１０日（火） ３学期始業式，大掃除

いじめ不登校を考えるイキイキニコニコ週間（～ 14日）
年始の交通安全立哨指導（～ 13日）

１１日（水） 委員会活動
１４日（土） 土曜授業
１７日（火） 鹿児島学習定着度調査（国，理）
１８日（水） 鹿児島学習定着度調査（社，算），クラブ活動

PTA理事会，PTA常任委員会
２１日（土） 立志の集い
２３日（月） まるごと味わう学校給食週間（～ 27日）
２５日（水） 校外学習（２～６年）

代表委・児童保健委員会
２６日（木） なわとび大会，家庭教育学級，学校保健委員会，学級 PTA
２７日（金） 新１年生入学説明会

２学期終業式

１２月２３日（金），２学期の
終業式を行いました。２名の代表
児童が２学期の反省と冬休みの過
ごし方について堂々と発表しまし
た。また，子供たちの凛と聞く姿
は，多くの行事があった２学期を
頑張りぬき，自信と充実感を感じ
させる立派さでした。
校長先生からは，「命」につい

ての話がありました。「命とは，
時間である。」これは，医師であ
る日野原重明さんの言葉だそうです。時間というものは，命がある限り続いているもの。だから，「命
は時間のことである。」と。命を使うということを，時間を使うというふうに考えると，時間を大切に
するということは，命を大切にするということになります。
３学期，その大切な時間をどう使うかということを考え，令和４年度の１年間の締めくくりをしてほ

しいと思います。

頑張った 持久走大会！

１２月８日（木），２学期最後の行事である。校内持久走大会を
行いました。天候にも恵まれ，これまで練習してきた成果を十分に
発揮することができた一日となりました。
子どもたちはこれまで，体育の時間だけではなく，朝早くから練

習を頑張っていました。目標は，大きく次の２つです。

「途中であきらめず，自分のペー
スで完走すること。」
「目標タイムに近づく，あるいは
上回ること。」

走り終わった子どもたちは，みんなやり遂げた喜びと充実感一杯
の表情でした。この経験を通して，何事も最後まであきらめずにい
ろいろなことにチャレンジしていってほしいと思います。
寒い中にもかかわらず，応援してくださいました保護者・地域の

皆様，本当にありがとうございました。


